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花花花花粉粉粉粉管管管管のののの観観観観察察察察とととと教教教教材材材材化化化化へへへへのののの検検検検討討討討

池池池池 田田田田 和和和和 人人人人

今回の学習指導要領の改訂において，「生物のつながり」の中に新たな内容として位置づけられ

た「生物の殖え方と遺伝」では，花の咲く植物の花粉管の観察などを通し，植物の有性生殖の特徴

を見いだすことになっている。そこで身近な植物を用いた花粉管の観察と教材化への検討を行った。
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生徒の自然への興味・関心を高めるためには

身近な素材を用いることが大切である。

そこで，身の回りに咲いている，シロツメク

サ，アカツメクサ，ムラサキツユクサを用い，

一般的な方法である寒天培地における花粉管の

観察材料としての検討を行った。また，マツバ

ボタンを用い，花粉の柱頭発芽の様子を観察す

る方法についての検討を行った。

１１１１ 寒寒寒寒天天天天培培培培地地地地ででででのののの花花花花粉粉粉粉管管管管のののの観観観観察察察察

(1(1(1(1)))) 糖糖糖糖のののの種種種種類類類類とととと花花花花粉粉粉粉のののの様様様様子子子子

準備

シロツメクサ，アカツメクサ，ムラサキツ

ユクサ，精製水，粉末寒天，ショ糖，麦芽糖，

ブドウ糖，ペトリ皿，ろ紙，割箸，スライド

ガラス，光学顕微鏡

方法

ア 精製水，粉末寒天，糖（ショ糖，麦芽

糖，ブドウ糖）で，０％，５％，10％，

15％，20％，25％，30％濃度の寒天培地

をつくり，スライドガラスに薄く流して

固める。

イ 花粉を寒天

培地に散布し，

湿室（図１）

に入れる。

図１ 湿室

ウ 花粉散布後，５分おきに30分間，スラ

イドガラスを湿室から取り出し，花粉の

様子を検鏡する。

結果と考察

表１ 糖の種類と花粉の発芽との関係

シロツメクサ，ムラサキツユクサは５～10分で

発芽が見られ，花粉管の伸長もよく，発芽率も

65～70％程度あるので，花粉管の観察材料とし

て適していると思われる。アカツメクサは，ど

の糖濃度でも原形質吐出が見られ，発芽率は15

～20％と低いが，25％ブドウ糖濃度で，５分後

に発芽が見られ，花粉管の伸長もよいので，花

粉管の観察材料として使えないこともない。
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(2(2(2(2)))) 花花花花粉粉粉粉のののの保保保保存存存存

準備

シロツメクサ，ムラサキツユクサ，精製水，

粉末寒天，ショ糖，ペトリ皿，ろ紙，割箸，

スライドガラス，フィルムケース，シリカゲ

ル（乾燥剤），カウンター，光学顕微鏡

方法

ア シロツメクサとムラサキツユクサの花

粉を薬包紙に包み，シリカゲルとともに

フィルムケースに入れ，室温（26℃）と

冷凍庫（－20℃）で保存する。

イ 保存した花粉を寒天培地に散布し，20

分後の発芽率を調べる。（冷凍庫で保存

した花粉は，室温に30分間置いた後に散

布する。）

結果と考察

図２ ｼﾛﾂﾒｸｻ (15%ｼｮ )の発芽率の変化 糖濃度寒天培地

３ ﾑﾗｻｷﾂﾕｸｻ (5%ｼｮ )の発芽率の変化 糖濃度寒天培地

冷凍保存の方は，保存後３週目に入っても，

どちらの植物とも40％以上の発芽率があり，十

分観察材料になると思われる。

２２２２ 柱柱柱柱頭頭頭頭発発発発芽芽芽芽のののの観観観観察察察察

(1) 柱頭発芽が観察されるまでの時間

準備

マツバボタン，カルノア固定液（エタノー

ル，クロロホルム，酢酸を体積比６：３：１

で混ぜた液），フィルムケース，ヨウ素液，

スライドガラス，カバーガラス，光学顕微鏡，

顕微鏡写真撮影装置

方法

ア マツバボタンの花から，受粉後15分，

30分，45分，60分の雌しべを取り，カル

ノア固定液が5cm 入ったフィルムケース３

に入れる。

イ カルノア固定液で10分以上処理した後

スライドガラスに雌しべの柱頭の一部を

取り，ヨウ素液を滴下し，カバーガラス

をかけ，検鏡する。その際，ろ紙の上か

ら指で軽く押しつぶす。

ウ 顕微鏡写真撮影装置で撮影する。

結果と考察

図４ 受粉後15分 図５ 受粉後30分

図６ 受粉後45分 図７受粉後60分

結果より，花粉と伸長した花粉管がヨウ素反

応により黒く変色し，柱頭発芽の様子を観察で

きるまでには，受粉後少なくとも30分は必要だ

と思われる。

おおおおわわわわりりりりにににに

身の回りに咲いている野草で花粉管の観察が

できること，また，柱頭発芽ついても簡単にし

かも短時間で観察できることがわかった。

(いけだ かずひと 平成８年度１年長期研修員)
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